
前年からの
変化方向 （ 　　　 ）

対前年比０．２８ポイントの増。
４年連続のプラス。

　年次データのある平成７年以降１８年連続で減少し
ている。震災のあった平成２３年以降は県外避難等に
より減少率が大きくなったが、平成２５年には減少幅
が緩やかになっている。

　震災以前から有効求人倍率は上昇傾向にあり、震災
後も引き続き上昇している。また、それに連動して完
全失業率は低下している。

対前年比８．５％の増。２年ぶりのプラス。

◎ 人口に関する指標

　　　※出典 ： 厚生労働省「一般職業紹介状況（職業安定業務統計）」

　　　※出典 ： 厚生労働省「人口動態統計」

　平成２４年から２５年にかけて０．１２ポイント
（対前年比８．５％）増と全国最大の増加幅となり、
震災前の水準に戻った。

◎ 経済に関する指標

　４　県内総生産 （名目） 前年からの
変化方向 （ 　　　 ）

対前年比６．１％の増。
Ｈ１８年以来６年ぶりのプラス。

　　　※出典 ： 「福島県県民経済計算」

　震災後の低調な生産活動から持ち直しの動きが続い
たことや、復旧工事が本格化したことなどから、製造
業や建設業で総生産が増加し、６年ぶりに増加に転じ
た。

　５　有効求人倍率

　３　合計特殊出生率

　２　生産年齢人口（15～64歳人口）

　１　総人口（年初人口）
　　　※出典 ： 「福島県の推計人口(福島県現住人口調査年報)」

　　　※出典 ： 「福島県の推計人口(福島県現住人口調査年報)」

　平成１１年以降１６年連続で減少している。平成２４
年には東日本大震災（以下「震災」という）の影響から
大幅な減少となったが、その後は転出者が減少したこと
や転入者が増加したこと等により、人口の減少幅は緩や
かになっている。

対前年比０．７％の減。
(出生４．９％の増、転入９．８％の増、 転出１５．７％の減。)

対前年比１．８％の減。
(Ｈ２４の対前年比２．１％減より、減少幅が０．３ポイント改善。)
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１０の指標から見る福島県の復興

対前年比２．４％の増。２年連続のプラス。

　　　※出典 ： 東北経済産業局「東北地域大型小売店販売額動向」

　震災直後、店舗の被害や消費自粛ムード等の影響で
一時減少したものの、生活再建需要増で増加に転じ、
以降堅調に推移している。

　９　水稲収穫量 前年からの
変化方向 （ 　　　 ）

　６　大型小売店販売額 前年からの
変化方向 （ 　　　 ）

対前年比５９．８％の増。２年連続のプラス。

　　　※出典 ： 東日本建設業保証株式会社「公共工事前払金保証統計」

　震災前は減少傾向にあったが、震災後の復興関連需
要により２年連続で対前年比４０％前後の大きなプラ
スとなった。

　平成２３年の後半から災害復旧関連工事が増加し、
平成２４年、２５年ともに大幅な増額となった。

　８　新設住宅着工戸数 前年からの
変化方向 （ 　　　 ） 対前年比３４．２％の増。２年連続のプラス。

　　　※出典 ： 国土交通省「住宅着工統計」

　７　公共工事請負額 前年からの
変化方向 （ 　　　 ）

対前年比３．８％の増。２年連続のプラス。

　　　※出典 ： 農林水産省「作物統計」

　震災直後は県内全域で入込数が減少した。平成２４
年の時点では震災以前の水準に達していないが、平成
２３年の状況からは着実に回復してきている。

　10　観光客入込数 前年からの
変化方向 （ 　　　 ） 対前年比２６．３％の増。２年ぶりのプラス。

　　　※出典 ： 観光交流課「観光客入込状況」

　震災の影響により、平成２３年の収穫量は大きく落
ち込んだ。以降は、震災以前の水準には戻っていない
ものの、前年比で見ると２年連続のプラスとなってお
り、回復の兆しが見られる。
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